
 

 
 

佐々木 良吉 
（ささき りょうきち） 

明治 29年（1896）～ 昭和 50年（1975） 

 

 

内郷村茗ヶ沢に生まれる。山形県師範学校を卒業後、上郷村 

及び東村山郡高箭村の各小学校で教鞭をとる。のちに上京し、 

日本大学法文学科へ進み弁護士試験に合格する。卒業後は文部 

省勤務、熊谷直太氏の法律事務所に勤務する。 

大正９年、母校日本大学に招聘され法学部教務主任となり、 

助教授、教授を歴任。教授職のかたわら理事、財務部長を兼務 

し、のちに名誉教授、副会頭に推されて経営に当たる。 

昭和 37年、私立学校教職員共済組合理事長に就任。昭和 42 

年、勲二等瑞宝章を受章。 

昭和 43年、日大山形高等学校名誉校長に就任する。 

愛郷心が厚く、小学校や高等学校へ寄付を行うなど郷里松山 

への貢献事業も多い。 

 

 

 

 


